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本番さながらの消防訓練　

 交通事故から身を守ろう！

　約350匹の鯉のぼりが、定山渓温泉街の上空
を気持ちよさそうに遊泳しました。
　温泉街の春の風物詩となっているこのイベン
トは、定山渓旅館組合が「こどもの日」に合わ
せ、昭和62年に始めたもので、今年で20回目を
迎えました。

春を呼ぶ鯉のぼり

▲春風を受け、元気よく泳ぐ鯉のぼり

緑苑大学開講

▲新しい仲間とともに

　石山東小学校で、ヤマ
ト運輸が協力し「自転車
安全教室」を開催。トラッ
クと自転車の接触事故の
実演やクイズ形式での交
通ルールの学習などが行
われました。自転車がト
ラックに跳ね飛ばされる
様子を見た児童たちは
「あっ、危ない！」と声を
上げていました。

　「ホテル新定山渓ゆらら」で、消防総合訓練
が行われ、はしご車や救急車、救助ヘリコプ
ターも登場し、本番さながらの訓練が展開さ
れました。
　同ホテルの自衛消防隊も宿泊客の避難誘導
や応急救護訓練など、真剣に取り組みました。

▲運転席からの死角を説明

▲風船を使って巻き込み事故を実演

　南区民センターで、緑苑大学（高
齢者教室）の開講式が行われました。
受講者は最高年齢83歳、平均年齢
70.6歳の総勢50名。
　これから半年間、郷土史や俳句、
陶芸などの講座を通じて、充実した
大学生活を送ります。

▲一斉放水で鎮火！

▲屋上から救出
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